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Quantification of DNA labeled with bromodeoxyuridine for a rapid measurement of 
heterotrophic bacteria in drinking water 


























討した。検討の際にはモデル微生物として、 Pseudomonasfluorescens P17 (ATCC 49642; P17株)お





た。簡易的な操作フローを図 1に示す。 DNA固定化法の主な実験の流れとしては、 1日自に微生物
懸濁液を用いたBrdUラベル化反応、DNeasyBlood & Tisuue Kit (QIAGEN)による全DNA抽出を行ったo
そして2日自にマイクロフレートへのDNA固定、 DNA変性を行い、以降は細胞固定化法と同様な操作
を行ったO 簡易的な操作フローを図2に示す。とこで、細胞固定には4%パラホルムアルデ、ヒドリン
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10-1 ~ 103 CFU/mLの範囲で直線性が得られた。 HPC濃度が高い領域では、各細胞に対してBrdUの取
込みが十分に行われなかったあるいはマイクロプレートのウェル内で、の細胞固定が上手く作用しなかったな












やすく、吸光度変化量の低下が起こったと考えられるo 一方、 DNA固定化法は、 DNA抽出段階により細
胞壁を完全に除去していることから細胞壁による抗原抗体反応への影響がなく、吸光度変化量の低下がほ







































で細胞固定化法と同様、直線性が得られる範囲は 10-1~ 103 CFU/mLと判断した。 1日の作業時間は、細











= 0.806であり、ともに正の相闘が確認された。また 10-1~ 103 CFU/mLの範囲で直線性が得られ、との
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の聞に比例関係が得られ、 10-1~ 103 CFU/mLの範囲で直線性を示すことが確認できた。次に実際の水
道水中の従属栄養細菌数を対象として...BrdU標識DNA量に基づいた従属栄養細菌数測定を試みた。両
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